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令
和
４
年
度
・
２
０
２
２
年
度

行
事
予
定

月

日
（
日
）
理
事
会

合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会

月

日
（
日
）
２
０
２
２
フ
ェ
ス
タ

１
１
月
２
７
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

連
盟
忘
年
会

１
２
月
１
８
日
（
日
）
本
部
納
会

２
０
２
３
年

１

月

８
日
（
日
）
理
事
会

護
身
武
道
演
武
会

鏡
開
き

３
月
２
６
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

第
８
８
回
指
導
者
研
修
会
（
本
部
研
修
）

日
時

令
和
４
年
７
月
３
日
（
日
）

９
：
０
０
～
１
１
：
４
５

場
所

荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

研
修
内
容
；
課
目
外
指
導
練
習

三
級

①
親
指
落
×
２
・
投
げ
；
手
合
わ
せ

②
指
攻
落
；
順
指
組
落
逆
縦
；
手
合
わ
せ

③
小
手
投
；
逆
縦
手
首

④
押
え
抜
き
；
順
・
逆
手
首

⑤
腕
脇
締
１

・
肩
掛
け
詰
め
；
順
手
首

二
級

⑥
腕
沈
み
落
・
順
；
順
手
首

⑦
腕
沈
み
落
・
逆
；
逆
手
首

⑧
腕
は
さ
み
落
；
順
腕
、
順
肩

⑨
腕
返
落

・
手
返
倒
・
半
身
倒

；
順
腕
、
順
肩

⑩
肘
引
き
落
・
小
手
落

；
順
腕
、
順
肩

⑪
肘
押
え
落

；
順
腕
、
順
肩

⑫
手
首
捕
落
；
順
腕
、
順
肩

一
級

⑬
構
え
倒
；
順
腕
、
順
肩

⑭
構
え
落
；
順
腕
、
順
肩

⑮
手
刀
た
た
み
落
；
順
手
首

令
和
４
年
度

第
一
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室
（
事
務
局
報
告
）

個
別
相
談

二

件

・
登
校
拒
否

０
件

・
い
じ
め

０
件

①
登
校
前
に
、
体
調
が
悪
く
な
る
。

②
友
達
が
出
来
な
い
。

③
継
続
的
に
、
暴
力
を
受
け
る
。

・
そ
の
他

２
件

Ｈ
Ｐ
相
談
件
数

０
件

令
和
４
年
度

第
一
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟

理
事
会

第
７
９
回
理
事
会

日
時

令
和
４
年
４
月
１
７
日

日
曜
日

９
：
２
０

１
０
：
２
０

場
所

荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
❘

第
４
小
会
議
室

２
審
議
事
項

１

役
員
選
任

確
認
の
件

２

昇
段
審
査
該
当
者
の
再
選
出

確
認
の
件

鈴
木
隆
行
、
市
川
大
地
、
鈴
木
流
加

３

今
後
の
連
盟
の
あ
り
方

確
認
の
件

引
継
ぎ
に
つ
い
て

連
盟
分
担
別
項
目

本
部
、
連
盟

そ
の
他

４

そ
の
他

確
認
事
項

令
和
４
度

第
一
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究

〈
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み
・
研
究
機
関
〉

懐
か
し
の
シ
ョ
ッ
ト
！
！
２
０
１
９
．
２
０
２
０

令
和
４
年
度

第
一
・
四
半
期

N

P

O

法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟

事
務
局

令
和
３
年
度
所
轄
官
庁
等
報
告

４
月
１
日

県
庁
提
出

・
・
８
部

県
税
課
減
免
申
請
提
出
・
・
２
部

市
税
課
減
免
申
請
提
出
・
・
６
部

理
事
長
就
任
登
記

５
月
１
９
日
千
葉
地
方
法
務
局
提
出
・
・
５
部

５
月
１
８
日

市
川
大
地
理
事
長
就
任

５
月
２
３
日

登
記
完
了

事
務
所
移
転

認
証
取
得
申
請

・
４
月
１
日

千
葉
県
庁
に
提
出
・
・
１
２
部

６
月
２
０
日

認
証
日
付

６
月
２
１
日

認
証
書
到
着

６
月
２
１
日

主
な
事
務
所
移
転
日

事
務
所
移
転

登
記
申
請
・

・
６
月
２
１
日

千
葉
地
方
法
務
局
・
・
５
部

・
７
月
２
１
日

東
京
都
庁
に
提
出
（
完
了
届
）

閲
覧
用
書
類

・
・

２
部

登
記
完
了
に
係
る
提
出
書
類

２
部

令
和
４
年
度

第
一
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

〈
心
技
体
の
向
上
、
訓
練
、
確
認
機
関
〉

第
８
６
回
指
導
者
研
修
会

連
盟
H
P
掲
載
文
；
第
７
９
回
理
事
会
に
お
い
て
条
件

付
き
再
開
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、

感
染
対
策
に
注
意
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
。
議
決
に
伴

い
、
下
記
要
領
に
て
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
確
認
等
を
含
め
実

施
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

日
時

令
和
４
年
４
月
１
７
日
（
日
）

１
０
：
２
０
～
１
１
：
４
５

場
所

荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

研
修
内
容

基
本
練
習
等

初
段
練
習

参
段
練
習

昇
段
審
査

※
役
員
、
運
営
委
員
長
、
実
行
委
員
長
選
出

理
事

・
任
期
２
年
・
・
７
名

２
０
２
２
．
５
．
１
８
か
ら
２
０
２
４
・
５
．
１
７
任
期

理
事
長

市
川
大
地

副
理
事
長

平
戸
俊
一

副
理
事
長

及
川
暁
史

連
盟
運
営
委
員
長
・
・
任
期
１
年

技
術
委
員
長

長
島
久
徳

総
務
委
員
長

平
戸
俊
一

企
画
委
員
長

及
川
暁
史
、
中
武
寛

渉
外
委
員
長

中
武
寛
、
及
川
暁
史

広
報
委
員
長

大
関
浩
一

教
宣
委
員
長

小
林
恵
一

書
記
委
員
長

市
川
大
地

事
務
局
長

長
島
久
徳
、
大
関
浩
一
、
中
武
寛

三
事
業
実
行
委
員
長
・
・
任
期
１
年

合
同
練
習
会

中
武
寛

他
武
道
参
戦

平
戸
俊
一

護
身
武
道
演
武
会

平
戸
俊
一

組
織
拡
大
担
当

市
川
大
地

第
８
０
回
理
事
会

日
時

令
和
４
年
７
月
３
１
日

日
曜
日
・
リ
モ
ー
ト
会
議

１
２
：
２
０
か
ら

：

場
所

荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
❘

第
４
小
会
議
室

２
審
議
事
項

１

規
約
及
び
内
規
の
変
更

確
認
の
件

２

三
事
業
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

確
認
の
件

３

役
割
分
担

確
認
の
件

４

行
事
予
定

確
認
の
件

５

そ
の
他

確
認
事
項

第
８
９
回
指
導
者
研
修
会
（
本
部
研
修
）
中
止

日
時

令
和
４
年
７
月
１
７
日
（
日
）

９
：
０
０
～
１
１
：
４
５

場
所

荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室

研
修
内
容
；
課
目
外
指
導
練
習

第

7

波
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
等
に
伴
い

（
東
京
都
感
染
者
数
連
日

1

万
人
越
え
）

第
９
０
回
指
導
者
研
修
会
（
本
部
研
修
）
中
止

連
盟

H

P

掲
載
文
；
指
導
方
法
の
確
認
、
技
の
確
認
の
た
め
、

６
月
２
６
日
、
７
月
３
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
下

記
研
修
を
実
施
予
定
で
い
ま
す
。
再
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
、
厳
し
い
状
況
で
す
が
感
染
防
止
に
最
善
を
尽
く
し

て
行
き
ま
す
。

日
時

令
和
４
年
７
月
２
４
日
（
日
）

９
：
０
０
～
１
１
：
４
５

場
所

荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

研
修
内
容
；
課
目
外
指
導
練
習

※
東
京
都
感
染
者
数
３
万
人
越
え

第
８
７
回
指
導
者
研
修
会
（
本
部
研
修
）

連
盟
H
P
掲
載
文
；
諸
事
情
に
よ
り
、
定
期
的
な
指
導
が

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、

護
身
武
道
の
指
導
者
と
し
て
の
確
認
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
指
導
者
に
限
ら
ず
、
会
員
の
皆
様
の
参

加
も
可
能
で
す
。

日
時

令
和
４
年
６
月
２
６
日
（
日
）

９
：
０
０
～
１
１
：
４
５

場
所

荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

研
修
内
容

・
科
目
練
習

・
乱
取
り
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コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
も
あ
り
、
毎
週
一
回
も
難
し
い
状
況
で
す
が
、

拠
り
所
と
し
て
稽
古
に
参
加
く
だ
さ
い
。

新
理
事
長
の
市
川
本
部
指
導
員
が
、
舘
長
不
在
時
は
、
指
導
等
に

当
た
る
こ
と
と
な
ま
す
の
で
、
師
範
各
位
等
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
古
屋
教
室

及
川
師
範
・
副
理
事
長

連
絡
先

０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１

日
時

不
定
期
開
催

久
し
ぶ
り
に
研
修
会
を
開
催
で
き
た
こ

と
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
長
い
期
間
コ
ロ

ナ
の
行
動
規
制
か
ら
や
っ
と
明
け
て
の
開
催
で
し
た
の
で
新
鮮

な
感
覚
で
研
修
会
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

今
連
盟
の
会
員
数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
一
つ
一
つ
積
み

重
ね
る
事
で
徐
々
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
部
道
場

舘

長

市
川
本
部
指
導
員
・
理
事
長

場
所

荒
川
区
荒
川
３
の
４
９
の
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室

練
習
日
時

毎
週
日
曜
日
９
：
３
０
０
～
１
１
：
３
０

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
、
２
年
５
ケ

月
間

ぶ
り
の
稽
古
の
再
開
を
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
の
期
間
の
活
動
が
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
再
指
導
に
当
た
る
た
め
の
確
認
を

す
る
た
め
、
本
部
研
修
会
を
、
４
回
に
わ
た

り
実
施
し
ま
し
た
。
護
身
武
道
の
師
範
は
、

姿
勢
、
精
神
は
も
と
よ
り
技
に
対
し
て
も

確
固
た
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
研
修
で
し
た
。
胸
を
張
っ
て
、

最
善
の
指
導
が
で
き
る
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
可
能
な
限
り
指
導
に
当
た
る
べ
く
、
毎
週
稽
古
可
能
な
場

所
と
し
て
、
、
当
該
施
設
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

ひ
た
ち
な
か
教
室

平
戸
師
範
・
副
理
事
長

連
絡
先

０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２

日
時

不
定
期
開
催
連
盟

新
体
制
に
寄
せ
て

こ
の
度
、
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
組
織
が

一
新
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
副
理
事
長
と
し
て
の
重
責
を
担

う
事
と
な
り
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
に
目
を
や
れ
ば
、
目
ま
ぐ
る
し
く
様
々
な
状
況
が
変
化
し

て
い
く
中
で
、
我
々
、
武
道
を
学
ぶ
者
が
ど
の
様
に
生
き
る
べ
き

か
皆
さ
ん
と
考
え
、
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
戸

俊
一

理
事
長
退
任
に
あ
た
っ
て

小
林
惠
一

長
い
間
、
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１
９
８
０
年
慈
恵
会
医
大
ク
ラ
ブ
監
督
、
東
中
央
郵
便
局
ク
ラ
ブ
監

督
、
１
９
８
３
年
台
東
区
社
会
教
育
団
体
に
登
録
、
同
時
に
下
谷
小
学
校

体
育
館
に
上
野
道
場
長
と
し
て
（
火
・
金
曜
日
）
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

廃
校
の
た
め
、
１
９
９
０
年
下
谷
小
学
校
、
清
島
小
学
校
の
合
併
に
伴
い
、

そ
の
後
、
上
野
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
、
上
野
小
学
校
体
育
館
（
毎
週

月
曜
日
）
で
再
活
動
と
な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

２
０
０
７
年
４
月
２
４
日
・
N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
と

し
て
。
法
人
化
し
、
地
域
貢
献
、
青
少
年
の
育
成
指
導
を
目
的
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
設
立
時
役
員
は
、
小
林
、
斎
藤
、
長
島
、
青
木
、

平
戸
、
中
武
、
笠
置
、
片
倉
、
及
川
、
大
村
、
瀧
井
で
の
船
出
で
し
た
。
順
風

満
帆
と
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。
斎
藤
が
体
調
不
良
、
青
木
が
勘
違
い
、

片
倉
が
離
反
、
大
村
が
不
明
、
笠
置
が
勘
違
い
、
瀧
井
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
等
に
よ
り
当
連
盟
を
退
会
し
ま
し
た
。
連
盟
の
歴
史
の
中
で
、

大
き
な
損
失
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、

多
く
の
思
い
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
思
う
こ
と
は
、
退
会
後
に
護
身
武

道
精
神
を
発
揮
さ
れ
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
心
か
ら
祈
る
ば
か
り

で
す
。
悩
む
も
の
で
す
、
指
導
方
法
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
か
、
自
身
の

研
鑽
努
力
が
不
足
し
て
い
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
し
か
し
、
彼
ら

の
た
め
に
も
、
価
値
あ
る
武
道
と
し
て
存
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
確
固
た
る
指
導
理
念
を
貫
き
、
事
に

当
た
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
人
に
優
し
く
」
を
柱
に
、
「
力
」
を

「
技
」
で
を
実
践
目
標
と
し
て
心
が
け
、
護
身
武
道
を
通
し
て
、
人
間
力
等

を
高
め
る
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
代
の
護
身
と
し
て
、

武
道
と
し
て
、
設
立
時
か
ら
目
指
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

既
存
の
科
目
に
併
せ
て
、
創
意
工
夫
を
重
ね
た
「
科
目
外
指
導
項
目
」
１

１
２
項
目
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
古
武
術
や
合
気
柔
術
等
を

取
り
入
れ
た
、
主
に
迎
え
技
と
な
っ
て
ま
す
。
護
身
武
道
の
核
と
な
る
技

を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
、
派
遣
事
業
、
２
０
０
９
年
よ
り
企
業
講
座
講
師
、

台
東
区
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座
講
師
、
サ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
講
座
講
師
、

我
孫
子
出
前
講
座
講
師
、
三
鷹
和
の
縁
日
で
の
演
武
、
そ
の
他
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
参
加
成
功
を
お
さ
め
て
き
ま
し
た
。

連
盟
内
の
切
磋
琢
磨
と
し
て
、
三
事
業
を
決
め
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

・
用
・
美
・
道
の
三
要
素
の
実
践
で
す
。

派
遣
事
業

「
用
・
・
己
を
知
り
、
平
常
心
・
不
動
心
を
培
う
」
交
流

会
・
他
武
道
参
戦
；
１
９
９
９
年
の
台
東
区
空
手
道
選
手
権
大
会
に
参

戦
、
以
降
１
５
年
連
続
出
場
し
自
他
と
も
に
大
い
な
る
成
果
を
上
げ
ま

し
た
。
「
勝
つ
こ
と
に
非
ず
、
挑
戦
す
る
こ
と
に
意
義
を
求
め
た
も
の
で

あ
っ
た
。]

し
か
し
、
ル
ー
ル
や
排
他
的
な
姿
勢
に
よ
り
、
参
戦
が
難
し
い

も
の
と
な
り
、
連
盟
内
部
に
も
疑
問
視
す
る
役
員
も
出
て
き
た
こ
と
に

よ
り
、
参
戦
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

普
及
啓
発
事
業

「
美
・
・
基
本
を
大
切
に
無
駄
の
な
い
技
を
目
指
し

発
表
す
る
。
」
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
護
身
武
道
演
武
大
会

を
開
催
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
年
に
１
回
の
全
体
の
発
表
会
で
平
常

心
、
技
の
習
得
を
、
確
認
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
こ
の
中
か
ら
、
各
種
型

が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

講
演
事
業

「
道
・
・
自
ら
を
見
つ
め
、
自
ら
を
変
化
・
成
長
さ
せ
、

人
格
を
高
め
る
。
」、
合
同
練
習
会
・
合
宿
に
お
い
て
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

な
す
べ
き
か
武
道
を
習
得
す
る
も
の
と
し
て
、
各
道
場
で
は
な
か
な
か

指
導
不
足
と
な
っ
て
い
る
部
分
を
補
完
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
護
身
武
道
士
と
な
る
た
め
に
は
、
真
摯
に
練
習

に
取
り
組
み
、
人
に
敬
意
を
払
い
、
尊
重
し
、
互
い
に
助
け
励
ま
す
こ
と

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
苦
行
を
強
い
る
こ
と
や
、
難
し
い
こ
と
を
思

考
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
淡
々
と
生
活
し
生
き
抜
く
こ
と
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
状
況
は
厳
し
い
で
す
が
、
新
理
事
長
の

も
と
、
一
致
団
結
、
協
力
し
、
N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
が
、
更

な
る
発
展
を
期
待
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
役
員
等
が
、
責
任
を
も
っ
て
事

に
当
た
り
、
よ
り
多
く
の
護
身
武
道
士
を
育
て
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
私
の
努
力
不
足
に
よ
り
多
く
の
仲
間
を
失
い
、
作
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
痛
恨
の
極
み
で
す
。

今
期
、
体
調
不
良
も
あ
り
、
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
体
調
を

整
え
可
能
な
限
り
新
理
事
長
の
下
一
役
員
と
し
て
活
動
し
、
舘
長
と
し

て
の
指
導
等
に
当
た
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
葛
道
場

長
島
師
範

場
所

我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７

我
孫
子
中
学
校
武
道
場

練
習
日
時

毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０

連
絡
先
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８

東
葛
道
場
は
コ
ロ
ナ
過
に
よ
り
、
約
２
年
間
活
動
を
休
止
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
4
月
よ
り
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
新
メ
ン

バ
ー
も
加
わ
り
、
現
在
３
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
平
均
年
齢

は
6
0
歳
を
越
え
て
い
ま
す
が
、
毎
回
、
ケ
ガ
の
無
い
よ
う
に
無

理
を
せ
ず
楽
し
く
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
昇
級
、

昇
段
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
教
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

例
年
よ
り
早
い
晴
天
の
続
く
盛
夏
の
み
ぎ
り
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
暑
さ
に
負
け
ず
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
度
、
小
林
恵
一
館
長
の
後
任
と
し
て
、
全
日
本
護
身
武
道
連
盟

護
身
武
道
小
林
会
の
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
市
川
大
地
で
す
。

現
在
か
ら
六
年
前
、
偶
然
に
も
城
北
道
場
へ
と
体
験
で
伺
っ
た
私
は
、

館
長
と
中
武
先
生
よ
り
、
親
切
か
つ
丁
寧
な
指
導
を
受
け
、
な
お
か
つ
、

気
合
わ
せ
な
ど
の
新
し
い
経
験
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
す

ぐ
さ
ま
私
は
護
身
武
道
小
林
会
へ
の
入
会
を
決
意
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
入
会
後
は
道
場
生
と
し
て
城
北
道
場
で
練
習
し
、
合
同
練
習
会

や
演
武
会
な
ど
の
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
三
月
に
初
段
、
令
和
元
年
六
月
に
弐
段
に
昇
段
し
、
上
野

道
場
の
練
習
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

途
中
で
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
る
長
期
の
活
動
見
合
わ
せ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
令
和
四
年
四
月
に
は
参
段
へ
と
昇
段
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
六
年
と
い
う
歳
月
は
た
ち
ま
ち
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た

が
、
私
の
現
在
が
あ
る
の
は
館
長
、
師
範
の
先
生
方
、
道
場
生
の
皆
様
の

支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
だ
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
途
中
か
ら
理
事

と
し
て
運
営
に
も
携
わ
ら
せ
て
頂
く
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
そ
う

し
た
感
謝
の
念
か
ら
も
、
私
は
護
身
武
道
小
林
会
の
た
め
に
何
か
貢
献

で
き
る
こ
と
が
な
い
か
、
こ
れ
ま
で
常
に
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
に
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
様
々
な
事
情
が
重

な
り
、
N
P
O
法
人
と
し
て
護
身
武
道
小
林
会
を
残
す
べ
き
か
ど
う
か

が
議
題
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
道
場
心
得
に
あ
る
「
奉
仕

の
精
神
」
を
具
体
的
な
形
に
し
た
N
P
O
法
人
で
、
護
身
武
道
小
林
会
を

後
世
に
も
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
理
事
長
と
し
て
の
就

任
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
す
。

ま
だ
理
事
長
に
就
任
し
て
日
が
浅
く
、
手
探
り
の
状
態
で
は
あ
り
ま

す
が
、
護
身
武
道
小
林
会
の
残
す
べ
き
と
こ
ろ
は
必
ず
守
り
、
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
も
、
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ま
せ
て
頂
き
ま
す
。
し
か
し
、

私
の
奮
闘
努
力
の
み
で
は
非
常
に
力
不
足
な
と
こ
ろ
が
否
め
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
理
事
長

就
任
を
機
に
、
よ
り
一
層
の
こ
と
護
身
武
道
小
林
会
の
た
め
尽
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

令
和
四
年
七
月
七
日

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
（
護
身
武
道
小
林
会
）

理
事
長

市
川

大
地

和
菓
子
処

八
千
代
堂

本

店

合
羽
橋
通
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
4
1)

3
4
4
1

千
束
店

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
7
2)

1
7
0
5

石
川
商
店
（
お
肉
屋
さ
ん
）

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３
（
初
代
会
長
の
お
店
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
８
７
３)

４
７
２
０

瀧
井
商
店
（
す
だ
れ
）

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
８
３
１)

０
８
４
４

有
）
油
屋
商
事
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
宅
設
備
）

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
２
ー
９
２
７
４
ー
８
８
８
７)

城
北
道
場

中
武
師
範

舘

長

場
所

荒
川
区
東
尾
久
２
・
４
３
・
９

赤
土
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時

毎
週
土
曜
日

１
２
：
０
０
～
１
５
：
０
０

令
和
２
年
３
月
頃
よ
り
城
北
道
場
の
練
習
は
、
コ
ロ
ナ
過
の
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
休
止
中
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
理
事
会
な
ど
経
て
、
今
年
よ
り
、
理
事
会
や
研
修
会
な
ど
、

活
動
開
始
に
成
り
、
４
月
の
研
修
会
に
て
城
北
道
場
の
３
名
が

昇
段
審
査
を
受
け
て
昇
段
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
隆
行
さ
ん

参
段

市
川
大
地
さ
ん

参
段

鈴
木
琉
加
さ
ん

初
段

お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

最
近
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
増
加
し
て

い
る
様
で
す
。
感
染
対
策
を
し
つ
つ
護
身
武
道
の
活
動
を
再
開

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

上
野
道
場

大
関
師
範

場
所

台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８

上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時

毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０

上
野
道
場

大
関

浩
一

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
上
野
道
場

の
大
関
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
日
々
の
生
活

に
も
色
々
と
影
響
が
あ
り
、
厳
し
い

局
面
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策

や
実
践
を
さ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

上
野
道
場
は
４
月
よ
り
リ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

隔
週
＆
時
間
短
縮
＆
事
前
事
後
の
消
毒
と
清
掃
を
行
い
少
し
づ

つ
で
す
が
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
に
関
し
て
は
、
接
触
を
控
え
て
マ
ス
ク
を
装
着
し
た
ま
ま

で
型
や
丈
等
な
ど
の
器
物
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
第
７
波
と
も
言
わ
れ
、
更
に
感
染
者
も
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
決
し
て
油
断
は
出
来
ま
せ
ん
。

ま
さ
に
護
身
（
自
分
の
身
は
自
分
で
護
る
）
を
日
常
生
活
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上

道
場
だ
よ
り

気
合
せ
１
１
２
項
目
の
歩
み

舘
長

押
し
、
引
き
、
捻
り
、
捌
き
等
複
合
的
力
に
よ
り
崩
し
て
落

と
す
、
投
げ
る
、
科
目
に
お
け
る
技
は
、
や
や
力
技
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
古
武
道
、
合
気
柔
術
、
合
気
道
等
の
流
れ
の
一

部
検
証
と
実
践
の
な
か
で
、
護
身
武
道
の
気
合
せ
が
、[

技
の
三

原
則
①
接
触
面
の
静
止
②
力
を
反
作
用
③
梃
子
の
複
合]

;[

三

な
い
①
力
ま
な
い
②
逆
ら
わ
な
い
③
挑
ま
な
い]

を
柱
と
し
た
、

技
と
し
て
、
研
修
会
第
一
回
２
０
０
５
年
．
５
．
１
５
よ
り
、
、

既
存
の
技
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
よ
り
護
身
武
道
ら
し

い
技
を
模
索
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
。
第
一
回
理
事
会
２

０
０
７
年
．
５
．
２
０
等
に
お
い
て
、
心
技
体
と
も
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
と
し
て
議
決
さ
れ
、
検
証
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
検
証
す
る
中
で
、
技
の
３
原
則
、
三
な
い
を
核
と
し
た
、

気
合
わ
せ
１
６
本
＋
３
本
・
縦
迎
・
、
横
迎
・
を
創
作
、
科
目

外
と
し
て
指
導
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
演
武
会
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
浅
草
公
会
堂
演
武
会
等
で
も
発
表
し
て
き
た

も
の
で
す
。
よ
り
実
践
的
を
目
指
し
て
改
善
を
図
り
、
２
０
０

７
年
５
．
２
０
第
１
０
回
研
修
会
に
お
い
て
、
科
目
外
指
導
項

目
と
し
て
最
初
は
７
３
項
目
か
ら
指
導
、
更
な
る
検
討
を
図
り

現
在
の
１
１
２
項
目
と
な
り
ま
し
た
。


